
１ 
 

 

 
 

 

運転･建設状況の概要 
（平成 29 年１月 11 日～３月 27 日） 

 
平成 29 年３月 27 日 

福井県安全環境部 

原子力安全対策課 
 

１．運転･建設状況の概要                           [添付－１] 

現在、県内発電所 13 基が定期検査を実施している。 

 

(1) 定期検査を実施中の発電所 

・ 敦賀発電所１号機：第 33 回定期検査※（平成 23 年 １月 26 日 ～） 

・ 敦賀発電所２号機：第 18 回定期検査※（平成 23 年 ８月 29 日 ～） 

・ 美浜発電所１号機：第 25 回定期検査※（平成 22 年 11 月 24 日 ～） 

・ 美浜発電所２号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 12 月 18 日 ～） 

・ 美浜発電所３号機：第 25 回定期検査※（平成 23 年 ５月 14 日 ～） 

・ 大飯発電所１号機：第 24 回定期検査※（平成 22 年 12 月 10 日 ～） 

・ 大飯発電所２号機：第 24 回定期検査※（平成 23 年 12 月 16 日 ～） 

・ 大飯発電所３号機：第 16 回定期検査※（平成 25 年 ９月 ２日 ～） 

・ 大飯発電所４号機：第 15 回定期検査※（平成 25 年 ９月 15 日 ～） 

・ 高浜発電所１号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 １月 10 日 ～） 

・ 高浜発電所２号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 11 月 25 日 ～） 

・ 高浜発電所３号機：第 22 回定期検査※（平成 28 年 12 月 ９日 ～） 

・ 高浜発電所４号機：第 20 回定期検査※（平成 23 年 ７月 21 日 ～） 
※：敦賀発電所１号機および美浜発電所１、２号機の定期検査は廃止措置計画の認可をもって終了とみなされる。 

 

(2) 高速増殖原型炉もんじゅの状況 

原子炉施設の安全確保のために必要な機器・設備の保全対策として、燃料取扱設備や１次系

冷却設備等の点検を実施している。 

 

(3) 原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん）の状況 

平成28年９月１日から第29回定期検査を実施し、平成29年１月20日に終了した。今定期検査

においては、原子炉等規制法に基づき、使用済燃料の取扱いまたは貯蔵に係る設備について検

査を実施した。 
 
 
２．特記事項 

(１) 発電用原子炉施設に係る新規制基準への対応等について 

日本原電および関西電力は、県内に設置している原子力発電所 10 基（運転を終了した発電

所を除く）のうち、８基※１について、新規制基準適合性に係る申請※２を行っている。 

これまでに、高浜発電所３、４号機についての全ての審査が終了し、美浜発電所３号機、

高浜発電所１、２号機の原子炉設置変更および工事計画について、原子力規制委員会が許認

可した。 
※１：敦賀発電所２号機、美浜発電所３号機、大飯発電所３，４号機、高浜発電所１～４号機 

※２：原子炉設置変更許可（設備や体制等の基本設計・方針等の審査）、工事計画認可（原子炉施設の詳細設計の審査）、 

保安規定変更認可（運転管理、手順、体制等の審査） 
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①大飯発電所３、４号機 

（設置変更許可申請）                    [資料 No.3-1 p.128、130] 

関西電力は、２月３日、審査会合での指摘等を踏まえ、原子炉格納容器水素燃焼装置（イ

グナイタ）の電路の多重化にかかる追加対策や記載内容の適正化等を行った原子炉設置変更

許可申請の補正書を原子力規制委員会に提出した。 

その後、原子力規制委員会は、２月 22 日、原子炉設置変更許可申請書の審査書案を取り

まとめ、２月 23 日から３月 24 日にかけて科学的・技術的意見募集を行うとともに、原子力

委員会および経済産業大臣への意見聴取を実施した。 

 

(２) 常設直流電源設備の設置等に係る原子炉設置変更許可申請について            [添付－３] 

関西電力は、３月 17 日、高浜発電所３、４号機の常設直流電源設備の設置※等について、

原子力規制委員会に対し、原子炉設置変更許可申請を行った。 
 
※「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」に基づき、本体施設の工事計

画認可（３号機：平成 27 年８月４日、４号機：平成 27 年 10 月９日）から５年間の経過措置期間内に設置する

ことが求められている。 

 

(３) 高浜発電所構内でのクレーンの倒壊について 

    １月 20 日、高浜発電所構内において大型クレーンが倒壊したことを受け、１月 23 日、関

西電力の岩根社長は、知事に対し、クレーン倒壊の状況を報告するとともに、原因究明を行

い、再発防止を講じていくと報告した。これに対し、知事は、原子力発電所においては普通

以上の注意と対応が必要であると指摘し、現場の工事管理等について十分な調査を行うよう

求めた。 

    関西電力は、２月８日、原因と対策をとりまとめ、県に報告した。これに対し、県は、最

も安全性が求められる原子炉建屋周辺で大規模な工事行っているという自覚が欠如している

ことを指摘し、他プラントを含む安全管理の総点検結果や、情報伝達や指揮命令など工事管

理体制の改善について、労働基準監督署などの国の判断とともに改めて報告するよう求めた。 

 

(４) 高速増殖原型炉もんじゅについて            [資料 No.3-1 p.358、384、386] 

原子力規制委員会は、１月 18 日、「もんじゅ」の廃止措置への対応として、燃料を炉心等

から使用済燃料貯蔵槽に搬出する工程の安全を確認するため、関係する原子力規制委員会規

則等を改正することを決定した。また、「もんじゅ」や原子力機構の取組状況を継続的に確

認するため、原子力規制委員会に「もんじゅ廃止措置安全監視チーム」を設置し、２月 23 日、

第１回会合を開催した。 
 

２月 24 日、知事は文部科学省の田中研究開発局長と面談し、地元に具体的な廃止措置体制

が示されていない中、原子力規制委員会が原子力機構に対し、作業を迅速に行うよう指示し

たことは極めて遺憾であり、まずは、政府として、廃止措置体制などを早急に示すよう求め

た。また、原子力機構や文部科学省自らが主体性を持って、廃止措置や安全管理について、

原子力規制委員会に主張していくことなどを求めた。 
 
３月 23 日、国は県に対し、新たな「もんじゅ」の廃止措置体制の検討状況について説明し

た。これに対し県は、政府の廃止措置推進チームの役割や現地体制の強化などについて依然

として抽象的な内容にとどまっており、県議会や敦賀市などの意見も反映し、内閣官房も含

めた政府全体としての運営体制を十分に検討するよう求めた。 
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(５) 美浜発電所１，２号機および敦賀発電所１号機の廃止措置計画の補正書等の提出について 

[資料 No.3-1 p.395、添付－４、５] 

関西電力および日本原電は、２月 10 日、美浜発電所１、２号機と敦賀発電所１号機の廃止

措置計画に係る審査での指摘を踏まえ、美浜発電所３号機および敦賀発電所２号機に影響を

及ぼさないよう廃止措置を実施する旨の記述の追加等を行った廃止措置計画認可申請および

保安規定変更認可申請の補正書を原子力規制委員会に提出した。 

関西電力は、その後の審査での指摘を踏まえ記載内容の適正化等を行い、３月８日に保安

規定変更認可申請の補正書を、３月 14 日に廃止措置計画認可申請の補正書を原子力規制委員

会に再提出した。 

 

 

３．安全協定に基づく異常事象の報告                                  [資料 No.3-1 p.52] 

 

今期間、安全協定に基づき報告された異常事象は２件あった。いずれの事象も周辺環境へ

の放射能の影響はなかった。 

 

(a) 今期間、安全協定に基づき報告された異常事象（２件） 

件 

番 
発電所名 件    名 

国への 

報告区分 

① 高浜発電所 

３号機 

 

発生 

(H29.1.12) 

 

[資料 No.3-1 

 p.54] 

 

蒸気発生器伝熱管の損傷 
 
・第 22 回定期検査中のところ、３台ある蒸気発生器(ＳＧ)の伝
熱管全数について、渦流探傷検査を実施した結果、Ａ－ＳＧの
伝熱管１本の高温側管板部で、有意な欠陥信号が認められた。 

・原因は、過去の調査から、ＳＧ製作時に伝熱管を管板部で拡管
する際に発生した引張り残留応力と、運転時の内圧とが相まっ
て、伝熱管内面で応力腐食割れが発生・進展したものと推定さ
れた。 

・対策として、当該伝熱管を使用しないこととし、閉止栓（機械
式栓）を施工した。 

法律 

② 敦賀発電所 

２号機 

 

発生 

(H29.2.3) 

 

[添付－２] 

 

非常用ディーゼル発電機シリンダ冷却水ポンプの軸の曲がり 
 
・ 平成 28 年 12 月、Ｂ非常用ディーゼル発電機の点検に伴う試運

転時にシリンダ冷却水を循環させるためのポンプの羽根車が
割れたため工場で詳細点検を行ったところ、２月３日、ポンプ
の軸の一部が僅かに曲がり使用できないことが判明した。 

・ 調査の結果、羽根車を交換した際に軸に対して僅かに傾いた状
態で取り付けられたため、羽根車と周囲にあるマウスリングが
接触して金属粉が発生し回転が妨げられたものと推定された。 

・ この時、羽根車に過大な応力がかかり軸との嵌め合い部にある
回り止めのキー溝部が割れ、キーが溝から外れ回転する軸と羽
根車の間に押し込まれ、軸に過大な応力がかかり曲がったもの
と推定された。 

・ 羽根車が傾いた状態で取り付けられた原因は、今回羽根車を初
めて交換したが、同一仕様品であることから、交換する際の具
体的な作業手順の確認を行っていなかったためであった。 

・対策として、変形した軸と羽根車、キーを新品に取り替えた。 
・また、施工会社が初めて部品交換等を行う場合には、機器の製

造メーカへ確認した具体的な手順を工事要領書に記載するよ
う社内規程に反映する。 

法律 

 



添付１－１ 

 

 

 

 

 
 

１．運転または建設中のプラント（設備容量 運転中：10基 計 1008.8 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

        項 目 

発電所名 
現状 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh） 

平成 28 年度 運開後累計 平成 28 年度 運開後累計 

日本原子力発電㈱ 
 
敦 賀 発 電 所 

２号機 
定期検査中 

(H23. 8.29～未定) 

０．０
  

０．０

６３．０
 

６３．０
０．０ １,９２２．９

日本原子力研究開発機構 
 
高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（停止中） 

――――― 

（H22. 5. 6 10：36 原子炉起動、H22. 5. 8 10:36 臨界) 

関 西 電 力 ㈱ 
 
美 浜 発 電 所 

３号機 
定期検査中 

(H23. 5.14～未定) 

０．０
 

０．０

６１．１
 

６１．６
０．０ １,７８０．２

関 西 電 力 ㈱ 
 
大 飯 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H22.12.10～未定) 

０．０
 

  ０．０

５６．８
 

５７．６
０．０ ２,２１７．３

２号機 
定期検査中 

(H23.12.16～未定) 

０．０
 

０．０

６２．８
 

６３．３
０．０ ２,４０７．９

３号機 
定期検査中 

(H25. 9. 2～未定) 

０．０
 

０．０

６７．１
 

６７．０
０．０ １,７４８．６

４号機 
定期検査中 

 (H25. 9.15～未定）

０．０
 

０．０

７０．７
 

７０．３
０．０ １,７６０．７

関 西 電 力 ㈱ 
 
高 浜 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H23. 1.10～未定) 

０．０
 

０．０

６０．０
 

６０．５
０．０ １,８３８．６

２号機 
定期検査中 

(H23.11.25～未定) 

０．０
  

０．０

６０．８
 

６１．３
０．０ １,８１９．２

３号機 
定期検査中 

(H28.12. 9～未定) 

０．０
 

０．０

７０．８
 

７０．２
０．０ １,７３４．７

４号機 
定期検査中 

(H23. 7.21～未定) 

０．０
 

０．０

６９．９
 

６９．４
０．０ １,６９０．８

 合 計 
０．０

 
０．０

６３．６
 

６３．８
０．０ １８，９２１．５

(注１) 利用率・稼働率・電力量は平成 29 年２月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て 

(注２) 利用率等の合計値は、敦賀発電所１号機および美浜発電所１、２号機を除いた計算値 

 

 

２．運転を終了したプラント 

        項 目 

発電所名 
現状 利用率・稼働率累計（％） 発電電力量累計（億 kWh）

日本原子力発電㈱ 
 
敦 賀 発 電 所 

１号機 廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H23.1.26～））

６０．１ 
 

６２．４ 
８４７．３ 

関 西 電 力 ㈱ 
 
美 浜 発 電 所 

１号機 
廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H22.11.24～)）

４８．２ 
 

５０．２ 
６３８．０ 

２号機 
廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H23.12.18～)）

５７．４ 
 

５８．７ 
１,０７５．２ 

＊：法律上、定期検査は廃止措置計画の認可を受けた日をもって終了とみなされる。(利用率等は運転開始から運転終了(H27.4.27 24:00)までの累計値)  

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成29年３月27日現在 

（上段）設備利用率＝            ×100（％） 
発電電力量 

 
認可出力×暦時間 

発電時間 
 

暦時間 
（下段）時間稼働率＝            ×100（％） 

添付－１



添付１－２ 

 

３．各発電所の特記事項（平成 29 年３月 27 日時点） 

（１）運転中のプラント 

（２）運転を終了したプラント 

※：定期検査は廃止措置計画の認可をもって終了とみなされる。 

（３）建設中のプラント 

（４）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開発 

センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20.2.12 ～） 
・ カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中（H21. 9. 2 ～） 
・ 劣化重水貯槽、重水貯槽等のトリチウム除去作業実施中（H25. 8.26 ～） 
・ 主蒸気系および隔離冷却系設備等の機器の解体撤去作業実施中（H28.9.26～） 

第 29 回定期検査終了（H28.9.1 ～ H29.1.20） 

発電所名 特記事項 

敦賀２号機 
○一次冷却材中の放射能濃度上昇 
・発電停止（H23.5.7 17:00）、原子炉停止（H23.5.7 20:00） 

第 18 回定期検査中（H23.8.29 ～ 未定） 

美浜３号機 第 25 回定期検査中（H23.5.14 ～ 未定） 
・発電停止（H23.5.14 11:00）、原子炉停止（H23.5.14 12:59） 

大飯１号機 

第 24 回定期検査中（H22.12.10 ～ 未定） 
・発電停止(H22.12.10 10:00)、原子炉停止(H22.12.10 11:25)  
・原子炉起動（H23.3.10 19:00）、臨界（H23.3.11 0:40） 
・調整運転開始（H23.3.13 11:00） 

○Ｃ－蓄圧タンク圧力低下 
・発電停止（H23.7.16 19:48）、原子炉停止（H23.7.16 20:53） 

大飯２号機 第 24 回定期検査中（H23.12.16 ～ 未定） 
・発電停止（H23.12.16 16:00）、原子炉停止(H23.12.16 18:35) 

大飯３号機 第 16 回定期検査中（H25.9.2 ～ 未定） 
・発電停止（H25.9.2 23:00）、 原子炉停止（H25.9.3 1:06） 

大飯４号機 第 15 回定期検査中（H25.9.15 ～ 未定） 
・発電停止（H25.9.15 23:00）、原子炉停止（H25.9.16 1:33） 

高浜１号機 第 27 回定期検査中（H23.1.10 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.1.10 10:03）、原子炉停止（H23.1.10 12:20） 

高浜２号機 第 27 回定期検査中（H23.11.25 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.11.25 23:02）、原子炉停止(H23.11.26 2:26) 

高浜３号機 

○大津地方裁判所における高浜３、４号機の再稼働禁止の仮処分命令決定による停止 

・発電停止（H28.3.10 17:02）、原子炉停止（H28.3.10 19:59） 

第 22 回定期検査中（H28.12.9 ～ 未定） 

高浜４号機 

第 20 回定期検査中（H23.7.21 ～ 未定） 
・発電停止（H23.7.21 23:00）、原子炉停止（H23.7.22 2:08） 
・原子炉起動（H28.2.26 17:00）、臨界（H28.2.27 6:00）、並列（H28.2.29 14:01） 
・発電機自動停止に伴う原子炉自動停止（H28.2.29 14:01） 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 第 33 回定期検査中（H23. 1.26 ～ 未 定※） 

美浜１号機 第 25 回定期検査中（H22.11.24 ～ 未 定※） 

美浜２号機 第 27 回定期検査中（H23.12.18 ～ 未 定※） 

発電所名 特記事項 

もんじゅ 設備保全対策（H24.4.2 ～） 



添付１－３ 

 

 
４．原子力規制委員会への申請状況（平成 29 年３月 27 日時点） 

（１）新規制基準適合性に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 許認可日 

敦
賀 

２号機 
原子炉設置変更許可 H27.11. 5 - - 

工事計画認可 - - - 
保安規定変更認可 H27.11. 5 - - 

美
浜 

３号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 H28. 5.31，H28. 6.23 H28.10.5 

工事計画認可 H27.11.26 
H28. 2.29，H28. 5.31 
H28. 8.26, H28.10. 7 

H28.10.26 

保安規定変更認可 H27. 3.17 - - 

大
飯 

３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25. 7. 8 
H28. 5.18, H28.11.18 
H29. 2. 3 

- 

工事計画認可 
H25. 7. 8 
H25. 8. 5 

H28.12. 1 - 

保安規定変更認可 H25. 7. 8 H28.12. 1 - 

高
浜 

１、２号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 
H28. 1.22, H28. 2.10 
H28. 4.12 

H28. 4.20 

工事計画認可 H27. 7. 3 
H27.11.16, H28. 1.22 
H28. 2.29，H28. 4.27 
H28. 5.27 

H28. 6.10 

保安規定変更認可 - - - 

３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25. 7. 8 
H26.10.31, H26.12. 1, 
H27. 1.28 

H27. 2.12 

工事計画認可 
３号機 

H25. 7. 8 
H25. 8. 5※ 

H27. 2. 2, H27. 4.15, 
H27. 7.16, H27. 7.28 

H27. 8. 4 

４号機 
H25. 7. 8 
H25. 8. 5※ 

H27. 2. 2, H27. 4.15, 
H27. 9.29 

H27.10. 9 

保安規定変更認可 H25. 7. 8 H27. 6.19, H27. 9.29 H27.10. 9 
※：平成 27 年２月２日の補正書に平成 25 年８月５日の申請内容を含めたため、平成 25 年８月５日の申請を取り下げた。 

 ：前回の協議会（平成 29 年１月 10 日）以降に補正書が提出されたもの 

 

特定重大事故等対処施設の設置※ 

発電所 申請 申請日 補正書提出日 許可日 
高浜３、４号機 原子炉設置変更許可 H26.12.25 H28. 6. 3, H28. 7.12 H28. 9.21 
高浜１，２号機 原子炉設置変更許可 H28.12.22 - - 
※：原子炉建屋への故意による大型航空機の衝突やその他のテロリズム等により、原子炉を冷却する機能が喪失し、炉心が著しく 

損傷した場合に備えて、格納容器の破損を防止するための機能を有する施設 

本体施設の工事計画認可から５年間の経過措置期間（法定猶予期間）までに設置することが要求されている。 

 
（２）運転期間の延長に係る申請を行ったプラント 

発電所 申請 申請日 補正書提出日 認可日 

美浜３号機 
運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27.11.26 

H28. 3.10，H28. 5.31 

H28. 8.26, H28.10.28 
H28.11.16

保安規定変更認可（高経年化技術評価など） H27.11.26 
H28. 3.10，H28. 5.31 

H28. 8.26, H28.10.28 
H28.11.16

高浜１、２号機 

運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27. 4.30 

H27. 7. 3, H27.11.16, 

H28. 2.29，H28. 4.27 

H28. 6.13 

H28. 6.20

保安規定変更認可（高経年化技術評価など） H27. 4.30 

H27. 7. 3, H27.11.16, 

H28. 2.29，H28. 4.27 

H28. 6.13 

H28. 6.20

※：原子炉等規制法において、運転期間は 40 年とされているが、その満了に際し、原子力規制委員会の認可を受けることで、

１回に限り 20 年を上限として延長が可能とされている。 

 

（３）廃止措置に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 

敦賀 １号機 
廃止措置計画認可 H28. 2.12 H29．2.10 

保安規定変更認可 H28. 8.31 H29．2.10 

美浜 １、２号機 
廃止措置計画認可 H28. 2.12 H29．2.10, H29. 3.14

保安規定変更認可 H28. 8.31 H29．2.10, H29. 3. 8

 ：前回の協議会（平成 29 年１月 10 日）以降に補正書が提出されたもの 
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５．燃料輸送実績（平成 29 年１月 11 日～３月 27 日） 

＜新燃料輸送＞  

  なし 

＜使用済燃料輸送＞ 

  なし 
 

６．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 29 年１月 11 日～３月 27 日） 

なし 



 

 

件番 ② 

発電所名 敦賀発電所２号機 

発生事象名 非常用ディーゼル発電機シリンダ冷却水ポンプの軸の曲がり 

発生年月日 平成 29 年２月３日 

終結年月日  

発生時プラント状況 第 22 回定期検査中 

系統設備名 非常用予備発電設備 

国への報告区分 法律 

INES(国際原子力・放射
線事象評価尺度)評価 評価中 

事象概要  

第 18 回定期検査中の平成 28 年 12 月 21 日、２台ある非常用ディーセル発電機のうちＢ号

機の点検に伴う試運転※１のため、ディーゼル機関を起動したところ、シリンダ冷却水※２の圧

力低下を示す警報が発報し、自動停止した。点検を行った結果、シリンダ冷却水を循環させ

るためのポンプの羽根車に割れが認められたことから、工場において当該ポンプを分解点検

したところ、２月３日、軸の一部が僅かに曲がっており、使用できないことが判明した。 

羽根車は今回の分解点検時に初めて新品に交換しており、軸に羽根車を嵌め込みポンプナ

ットを締め込んだものの、ナットの回り止め用のロックピン取付け穴の位置の手前までしか

締め込むことができなかったため、羽根車を一旦取外し、ポンプナットの座面を削って位置

調整を行った上で最終的な組み立てが行われていた。 

作業状況の調査結果から、羽根車を過大な力で押し込んだ可能性があることが分かったた

め、模擬試験を行った結果、羽根車の軸穴の内径が拡大することが確認され、軸に嵌めた場

合に羽根車と軸に僅かな隙間が生じることが分かった。また、ポンプナットを削った際に座

面が傾いた状態で加工された可能性があることが分かった。これらの結果から、羽根車と軸

に隙間がある状態で傾いたポンプナットを締め込んだため、羽根車が軸に対して僅かに傾い

た状態で取り付けられたものと推定された。 

組み立て管理に関して、日本原電と施工会社は、新旧の羽根車が同一仕様品であることか

ら、羽根車を交換する際のロックピン用の穴の位置合わせの手順の確認を行わなかった。 
 

※１：定期検査中は２台の非常用発電設備が動作可能であることが求められており、事象発生時は非常用ディーゼル発電機

（Ａ）と高圧電源車により運転上の制限を満足する状態であった。 

※２：ディーゼル機関の運転時には、機関の駆動力を利用するポンプ（シリンダ冷却水ポンプ）により水を循環させて冷却

している。（運転時圧力：0.2MPa 自動停止設定値：0.09MPa） 

※３：ケーシングと羽根車の隙間から流体が逆流するのを抑制する部品 
 

原因  

羽根車が軸に対して僅かに傾いた状態で取り付けられたため、試運転時にポンプが回転し

た際に羽根車とマウスリングが接触して金属粉が発生し回転が妨げられ、羽根車のキー溝部

に過大な応力がかかり、羽根車が割れた。 
この時、キーが外れてポンプナットに接触し、ポンプナットの回転を妨げてロックピンが

折損したため、軸の回転に伴いポンプナットが締まり、軸と羽根車の間にキーが押し込まれ

て軸に過大な応力がかかり曲がったものと推定された。 
対策  

軸と羽根車、キーを新品に取り替えた。 

羽根車を軸に取り付ける際は、羽根車の締め付け力を管理するとともに羽根車とマウスリ

ングの隙間等を計測し、軸に対し羽根車が傾いていないことを確認する。 

施工会社が現場工事において初めて部品の交換や分解点検を行う場合には、機器の製造メ

ーカへ確認した具体的な手順を工事要領書に記載するよう社内規程に反映する。 
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原子炉補助建屋

機 関：Ｖ型 18 気筒 400rpm 

発電機：三相同期発電機  

8625kVA 6900V 

シリンダ冷却水ポンプ 

ディーゼル機関

入口配管 

非常用ディーゼル発電機 

敦賀発電所２号機 配置図 
非常用ディーゼル発電機鳥瞰図

ディーゼル機関 発電機

約 10m 約 3m

約 4m

（幅 4m）

シリンダ冷却水ポンプ仕様 
容量：約 210m3/h 
揚程：約 25m  

シリンダ冷却水ポンプ構造図 

冷却水出口 

ディーゼル機関

駆動歯車

羽根車 

軸 
冷却水入口 

シリンダ冷却水 

タンク 

シリンダ 

（９気筒）

シリンダ冷却水ポンプ 

原子炉補機冷却 

海水系より
冷却器 

機関側駆動歯車 

機関側駆動軸 

シリンダ冷却水系統図

温度調整弁 

シリンダ

（９気筒）

ポンプ損傷状況 

軸の材質 ：ステンレス 

寸法：長さ約 45cm、直径約 5cm 

90 mm

曲がっている部分 

羽根車側 駆動歯車側

キー溝 

羽根車の材質：青銅 

寸法：直径約 33cm 

割れ箇所 

キー 
軸 

羽根車（入口側）割れの状況 

ポンプナット 
金属粉 

羽根車（入口側）の状況 

マウスリングとの擦れ痕を確認 

羽根車（背面側）の状況 

白枠内：マウスリングとの
接触箇所 

マウスリング（入口側）の状況 

ケーシング マウスリング 

金属粉 

マウスリングに羽根車との擦れ痕を確認 

正常なキーの状態 

ケーシングカバー 

キー 

羽根車 

ポンプ概略構造 

ポンプナット

ロックピン

軸 

ケーシング 

マウスリング

A 

A’

キー 

羽根車 

軸の状況 

0.18mm
（A-A’断面） 

軸

キーの材質：ステンレス 

寸法：長さ約 45mm、幅約 14mm、

厚さ約 9mm 

敦賀発電所２号機の定期検査状況について 

（非常用ディーゼル発電機シリンダ冷却水ポンプの軸の曲がりに対する原因と対策）
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正常な状態 

・ポンプナットを締め込んだ

がピン穴の位置が合わな

かったためポンプナット

の切削加工を実施 

軸 軸 

羽根車 羽根車 

ポンプナット 
隙間 

羽根車の正常な取り付け状態 今回の羽根車の取り付け状態 

ピン穴 ピン穴 

ポンプナット 

①

羽根車の傾き方向 

②

③ 

③ 

軸の 

回転 

軸の

回転

①羽根車とマウスリングの接

触により金属粉が発生し、羽

根車の回転を妨げた。

↓ 

②キー溝部に過大な応力がか

かり、羽根車が割れ、キーが

キー溝から外れた。

↓ 

③羽根車が割れて変形し、背面

側のマウスリングと接触した。

軸 

羽根車 

キー 

ポンプナット 

・羽根車とマウスリングの隙間が確保されており、接触する

ことはない。 

マウスリング 

今回の状態 

ポンプ運転中の状態 ポンプ運転中の状態（羽根車に割れが発生） 

ポンプ運転中の状態（軸に曲がりが発生） 

押し込み※ 

キーが軸に押しつけられる 

※：外れたキーがポンプナットに接触した際にロックピン
が折損し、軸が回転するとポンプナットが締まるため

座面の傾き

軸

ポンプナット

ピン穴のズレ 

締付方向

羽根車を最初に取り付けた際の状態 

ピン穴 

軸の回転 

羽根車 

軸 

ポンプナット

羽根車 

軸 

キー溝 
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平成 29 年３月 17 日 
原子力安全対策課 

高浜発電所の原子炉設置変更許可申請について 

（高浜発電所３、４号機の常設直流電源設備の設置等） 

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 

記 

関西電力株式会社は、平成 25 年７月８日に施行された原子炉等規制法に基づく

新規制基準に対応するため、本日、原子力規制委員会に対し、高浜発電所３、４号

機の常設直流電源設備※の設置等に係る原子炉設置変更許可申請を行った。 

 

添付資料：高浜発電所３、４号機の常設直流電源設備の設置等について（概要） 

※常設直流電源設備 

新規制基準に基づき、重大事故等の対応に必要な設備に電気の供給を行うため、これまでに、既設の

蓄電池（１系統目）容量の増強や可搬式の直流電源設備（２系統目）の配備が行われている。 

これらに加え、特に高い信頼性を有する常設直流電源設備（３系統目）の設置が求められており、そ

の設置期限（法定猶予期間）は、「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に

関する規則」（平成 28 年１月 12 日改正）において、本体施設の工事計画認可後５年以内と定められて

いる。 
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電源車（２台/号機＋予備２台※（共用））

可搬式整流器（交流を直流に変換）
（１台/号機＋予備１台（共用））

１．高浜発電所３、４号機の常設直流電源設備の設置について

重大事故等の対応に必要な設備に電気の供給を行う、特に高い信頼性を有する常設直流電源
設備（３系統目）を設置する。

高浜発電所３、４号機の常設直流電源設備の設置等について （概要）

添付資料

6.6kV 非常用高圧母線

非常用
発電機

440V 非常用低圧母線

① 安全系蓄電池
<電池容量を増強済>

整流器（交流を直流に変換）

鉛蓄電池（容量：3000A･h ×１組/号機）

【概念図】

② 可搬式直流電源設備 <配備済>

２．高浜発電所１号機から４号機の緊急時対策所の設置に係る記載内容の適正化について

高浜発電所１号機から４号機の緊急時対策所を設置（平成３０年度内運用開始予定）後、高浜
発電所３、４号機の緊急時対策所（高浜発電所１、２号機中央制御室下会議室）を撤去する。

（原子炉補助建屋）

安全系監視設備等
（１次冷却材圧力、加圧器水位等の監視計器等）

③ 常設直流電源設備

外部電源

［ 鉛蓄電池 （容量：2400A・h ×２組/号機） ］

※ ：うち１台は電力自主配備

【今回申請】

常設直流電源設備（３系統目）は、本体施設の工事計画認可 (高浜発電所３号機：平成27年８月４日、
高浜発電所４号機：平成27年10月９日) から５年間の経過措置期間(法定猶予期間)までに設置することが
要求されている。

（設置期限）
高浜発電所３号機：平成32年 ８月３日
高浜発電所４号機：平成32年10月８日

（特定重大事故等対処施設建屋）
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美浜発電所１、２号機の廃止措置に伴う原子炉施設保安規定変更認可申請の

補正書の再提出について 

平成２９年３月８日 

関西電力株式会社 

 当社は、美浜発電所１、２号機の廃止措置に伴う原子炉施設保安規定変更

認可申請の補正書を、本日、原子力規制委員会へ再提出しました。 

美浜発電所１、２号機については、平成２８年８月３１日に、核原料物質、

核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に基づき、廃止措置に伴う原子炉

施設保安規定変更認可申請を行い、平成２９年２月１０日に補正書を原子力

規制委員会へ提出しました。 

その後、審査の中でいただいたご指摘等を踏まえ、記載内容の適正化を行

い、それらを反映した原子炉施設保安規定変更認可申請の補正書を、本日、

原子力規制委員会へ再提出しました。 

当社は、今後も引き続き、廃止措置に係る原子力規制委員会の審査に真摯

かつ的確、迅速に対応してまいります。 

＜主な補正内容＞ 

美浜発電所１、２号機の廃止措置に係る美浜発電所の保安規定の分編 

化※に伴い、第１編（３号機分）および第２編（１、２号機分）それぞれ

に記載された「当直課長」の記載について、１号機から３号機の共用設備

に対する業務分担に応じて「１、２号機担当の当直課長」、「３号機担当

の当直課長」の書き分けを行いました。 

※第１編を３号機分、第２編を１、２号機分として保安規定を分編化。 

以 上 

添付－４



美浜発電所１、２号機 廃止措置計画認可申請の補正書の再提出について 

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 １ ４ 日 

関西電力株式会社 

 当社は、美浜発電所１、２号機の廃止措置計画認可申請の補正書を、本日、

原子力規制委員会へ再提出しました。 

美浜発電所１、２号機については、廃止措置計画認可申請の補正書を平成

２９年２月１０日に提出しましたが、その後、審査の中でいただいたご指摘

を踏まえ、廃止措置計画認可申請書に添付している燃料被覆管のクリープ

歪
ひずみ

※の評価に用いている判断基準を、同時に審査を受けている各社で統一し、

これを反映した廃止措置計画認可申請の補正書を、本日、原子力規制委員会

へ再提出しました。 

なお、クリープ歪の評価結果については、平成２９年２月１０日に提出し

た補正書の内容から変更はありません。 

当社は、今後も引き続き、廃止措置に係る原子力規制委員会の審査に真摯

かつ的確、迅速に対応してまいります。 

※高温下において、物体に一定の荷重（応力）を加えることで、時間とともに物体が変形
していく現象。 

以 上 

添付－５
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